
う
。
そ
れ
を
引
き
継
ぐ
弦
が
さ
ら
に
弱
音

を
究
め
、
下
行
し
た
後
、
全
休
止
が
と
ら
れ

た
。
そ
こ
か
ら
、マ
エ
ス
ト
ー
ソ
旋
律
が
立

ち
上
が
っ
て
く
る
。
チ
ョ
ン
・
ミ
ョ
ン
フ

ン
が
、
こ
の
旋
律
を
聖
な
る
響
き
と
感
じ

取
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

山
の
高
み
で
日
の
出
を
待
つ
と
、
夜
の

闇
は
一
挙
に
朝
の
光
に
移
る
の
で
は
な
い

と
知
る
。
薄
暮
の
時
間
が
あ
り
、
少
し
ず

つ
明
る
く
な
っ
て
薄
ぼ
ん
や
り
す
る
中
に
、

太
陽
の
光
が
差
し
こ
ん
で
く
る
。
チ
ョ
ン
・

ミ
ョ
ン
フ
ン
は
、
そ
れ
に
似
た
過
程
を
重

ん
じ
、
大
切
な
イ
長
調
主
題
の
登
場
を
準

備
す
る
。
巧
み
な
設
計
と
感
じ
さ
せ
な
い

自
然
さ
を
も
っ
て
、
そ
の
旋
律
と
ハ
ー
モ

ニ
ー
の
お
ご
そ
か
さ
を
伝
え
よ
う
と
す
る
。

聴
き
終
わ
れ
ば
、
同
夜
の
３
曲
の
プ
ロ
グ

か
な
響
き
。
揺
る
ぎ
な
さ
を
も
伝
え
る
カ

シ
オ
ー
リ
の
深
々
と
し
た
低
音
の
和
音
に

導
か
れ
、
庄
司
は
、
優
し
く
旋
律
を
紡
い
で

い
く
。

　

庄
司
は
、
も
っ
と
も
信
頼
す
る
デ
ュ
オ

の
共
演
者
と
し
て
、
カ
シ
オ
ー
リ
を
選
ん

で
き
た
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
付
き
従
う
伴

奏
者
で
な
く
、
対
等
の
立
場
で
音
楽
を
つ

く
る
文
字
通
り
の
創
造
の
パ
ー
ト
ナ
ー
。

２
人
は
カ
シ
オ
ー
リ
の
住
む
イ
タ
リ
ア
で
、

ま
た
、
２
月
26
日
に
始
ま
り
、
３
月
７
日
ま

で
６
回
行
わ
れ
た
今
回
の
ツ
ア
ー
の
途
上

も
、
議
論
を
重
ね
、
一
つ
一

つ
の
音
や
旋
律
の
歌
い
方
を

究
め
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
結
実
が
全
曲
を
支
配
す

る
メ
ッ
ザ
・
ヴ
ォ
ー
チ
ェ
の

弱
音
表
現
だ
っ
た
と
受
け
取

れ
る
。

　

こ
の
日
の
会
場
は
、
サ
ン

ト
リ
ー
ホ
ー
ル
で
あ
る
。
２

千
席
の
空
間
に
メ
ッ
ザ
・
ヴ

ォ
ー
チ
ェ
の
響
き
を
行
き
渡

ら
せ
る
の
に
は
、
音
量
の
細

心
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
求
め

ら
れ
る
だ
ろ
う
。
庄
司
の
右

手
は
、
弓
を
滑
ら
せ
る
よ
う

に
、
ま
た
微
妙
に
浮
か
せ
る

よ
う
に
レ
ガ
ー
ト
を
奏
で
る
。

半
ば
で
弾
か
れ
る
ピ
ッ
ツ
ィ

カ
ー
ト
も
豊
か
で
、
温
か
み

に
あ
ふ
れ
る
。
第
１
楽
章
の

結
び
は
、
晩
秋
の
夕
暮
れ
、
夜
の
闇
に
時
が

移
る
前
、
山
肌
に
輝
く
光
の
よ
う
な
味
わ

い
。
た
だ
、寂
し
さ
で
は
な
い
。

　

第
２
楽
章
で
は
終
わ
り
に
向
か
い
、
ピ

ア
ノ
が
や
は
り
、
メ
ッ
ザ
・
ヴ
ォ
ー
チ
ェ

で
低
い
和
音
を
奏
で
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は

沈
み
込
む
よ
う
な
表
情
を
み
せ
る
。
孤
独

の
深
淵
。
だ
が
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
重
音

を
奏
で
る
う
ち
に
、
曲
の
結
び
で
は
安
ら

ぎ
が
生
ま
れ
る
。
こ
の
日
の
表
現
は
、
そ

の
移
り
行
き
と
静
か
な
平
和
に
重
点
が
あ

っ
た
と
受
け
取
れ
た
。
ト
短
調
の
第
３
楽

章
は
、
歌
曲
「
雨
の
歌
」
由
来
の
泣
き
の
旋

律
と
な
る
。
だ
が
、
庄
司
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
は
、
こ
こ
で
も
柔
ら
か
さ
を
失
わ
な
い
。

カ
シ
オ
ー
リ
が
弾
く
特
徴
的
な
ニ
音
の
低

音
の
反
復
も
、
全
曲
の
冒
頭
和
音
に
通
ず

る
よ
う
な
土
台
と
し
て
の
安
定
と
感
じ
ら

れ
る
。
憂
愁
の
霧
が
晴
れ
、
光
が
注
ぎ
込

む
よ
う
な
終
結
部
の
表
現
は
聴
き
も
の
だ

っ
た
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
重
音
は
温
か
く
、

上
行
旋
律
は
優
し
く
、
聴
く
者
の
心
を
ぬ

く
も
り
で
満
た
す
よ
う
に
響
い
た
。

　

ア
ン
コ
ー
ル
で
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
第
３
番
第
３
楽
章
に
続

き
、
弾
か
れ
た
の
は
、
シ
ュ
ー
マ
ン
《
12
の

ピ
ア
ノ
小
品
》Ｏｐ
・
85
か
ら
第
12
曲
「
夕

べ
の
歌
」(

デ
ュ
オ
編
曲
版)

。
静
か
に
、

し
み
じ
み
と
旋
律
の
歌
わ
れ
る
こ
の
曲
は
、

《
雨
の
歌
》
の
名
演
を
引
き
継
い
で
結
ぶ
の

に
こ
の
う
え
な
い
選
曲
だ
っ
た
。
庄
司
の

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
、ず
っ
と
感
嘆
と
と
も
に

語
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

だ
が
こ
の
日
、
聴
衆
の
心
に
浮
か
ん
だ
の

は
、感
謝
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

チ
ョ
ン
・
ミ
ョ
ン
フ
ン
指
揮
東
フ
ィ
ル

最
弱
音
と
全
休
止
の
後
の
聖
な
る
響
き

　

チ
ョ
ン
・
ミ
ョ
ン
フ
ン
と
東
京
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
が
２
月
の
定
期
演

奏
会
で
聴
か
せ
た
の
も
、
音
の
織
り
な
す

深
い
ド
ラ
マ
だ
っ
た
（
２
月
18
日
、
サ
ン

ト
リ
ー
ホ
ー
ル
）。
冒
頭
の
ウ
ェ
ー
バ
ー

の
《
魔
弾
の
射
手
》
序
曲
。
チ
ョ
ン
・
ミ

ョ
ン
フ
ン
は
、
開
始
に
間
を
置
い
た
。
音

楽
へ
の
集
中
と
献
身
を
楽
員
に
促
し
て
い

文  

藤
盛
一
朗

庄
司
紗
矢
香
の《
雨
の
歌
》

　
　 

憂
愁
の
霧
晴
れ
、注
ぎ
込
む
光

ラ
ム
に
は
、見
事
に
一
本
の
線
が
通
っ
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。

イ
ン
バ
ル
指
揮
都
響
の《
千
人
》

平
和
祈
る
聖
霊
讃
歌
へ
の
共
感

　

こ
の
名
演
の
２
日
前
の
２
月
16
日
に
は
、

同
じ
ホ
ー
ル
で
イ
ン
バ
ル
指
揮
東
京
都
交

響
楽
団
に
よ
る
マ
ー
ラ
ー
の
交
響
曲
第
８

番
《
千
人
の
交
響
曲
》
の
公
演
が
あ
っ
た
。

編
成
の
巨
大
化
と
い
う
後
期
ロ
マ
ン
派
の

粋
で
あ
る
こ
の
曲
。
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
、金

管
の
別
働
隊
を
加
え
た
最
強
音
か
ら
最
弱

音
ま
で
、
そ
の
音
世
界
は
並
外
れ
た
指
揮

の
統
御
に
よ
っ
て
実
現
し
た
。

　

中
世
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
霊
降
臨
讃
歌
を

テ
キ
ス
ト
と
す
る
第
１
部
と
、
ゲ
ー
テ
の

「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
最
終
場
面
を
用
い
た
第
２

部
の
組
み
合
わ
せ
は
独
特
で
あ
り
、
マ
ー

ラ
ー
の
意
図
を
め
ぐ
っ
て
は
さ
ま
ざ
ま
な

解
釈
の
余
地
が
あ
る
。
だ
が
、
長
大
な
聖

歌
の
テ
キ
ス
ト
を
克
明
に
引
用
し
、
第
２

部
の
終
結
で
そ
の
主
題
を
回
帰
さ
せ
た
マ

ー
ラ
ー
は
、キ
リ
ス
ト
教
の
三
位
一
体
の
教

理
に
基
づ
く
聖
霊
を
賛
美
す
る
讃
歌
に
本

気
で
思
い
を
寄
せ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
み
る
。

　
「
争
い
の
縄
目
を
ほ
ど
き 

平
和
の
契
り

を
結
ん
で
く
だ
さ
い
」「
心
に
愛
を
注
ぎ
込

ん
で
く
だ
さ
い
」「
絶
え
ざ
る
平
和
を
授
け

て
く
だ
さ
い
」（
三
ヶ
尻
正
訳
）
─
。
こ

う
し
た
詩
文
に
基
づ
く
音
楽
は
、
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
の
理
想
や
祈
り
に
連
な
る
。
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た
こ
と
が
弦
の
合
奏
が
始
ま
っ
て
分
か

る
。
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
支
配
す
る
と
思

わ
れ
る
敬
虔
で
深
い
音
。
そ
こ
か
ら
あ

の
、
ホ
ル
ン
の
馥ふ
く
い
く郁

と
し
た
重
奏
が
始

ま
る
。
10
分
ほ
ど
の
こ
の
曲
は
、
光
に

対
す
る
闇
、
善
を
脅
か
す
悪
も
表
現
さ

れ
る
。
だ
が
、
光
が
や
は
り
勝
る
こ
と

が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

岡
本
誠
司
が
ソ
ロ
を
担
っ
た
ブ
ル
ッ

フ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
第
１
番
も
、

そ
の
延
長
と
し
て
演
奏
さ
れ
た
。
高
み

を
目
指
す
旋
律
。
と
り
わ
け
第
２
楽
章

か
ら
は
、
慈
し
み
や
ぬ
く
も
り
が
伝
わ

っ
て
く
る
。

　

後
半
の
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
交
響

曲
第
３
番
《
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
》
の
音

楽
の
表
情
は
、
一
層
丁
寧
に
描
か
れ
た
。

第
１
楽
章
序
奏
部
の
短
調
旋
律
の
ほ
の

暗
さ
。
第
３
楽
章
冒
頭
で
は
、
弦
に
よ
る

憂
愁
か
ら
慰
め
の
旋
律
へ
の
移
り
行
き
が

鮮
や
か
に
示
さ
れ
る
。

　

第
４
楽
章
の
舞
曲
風
の
ア
レ
グ
ロ
・
ヴ

ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ッ
シ
モ
は
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー

ン
が
初
稿
ス
コ
ア
に
「
ア
レ
グ
ロ
・
ゲ
リ

エ
ー
ロ
（
戦
闘
的
な
）」
と
記
し
て
い
た
こ

と
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
解
説
で
知
る
。
そ
の
激

し
さ
と
、
曲
想
の
が
ら
り
と
変
わ
る
コ
ー

ダ
へ
の
経
過
部
の
呼
吸
の
深
さ
は
、
チ
ョ

ン
・
ミ
ョ
ン
フ
ン
と
東
京
フ
ィ
ル
の
絆
を

映
す
類
ま
れ
な
表
現
だ
っ
た
ろ
う
。
テ
ン

ポ
が
極
限
ま
で
落
と
さ
れ
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
と
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
が
ピ
ア
ニ
ッ
シ
モ
で
歌

　

干
天
の
慈
雨
と
は
こ
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。

タ
ガ
が
外
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
世
界
状

況
の
中
で
、
一
見
、
平
和
な
日
本
で
も
、
足

元
が
崩
れ
る
よ
う
な
不
安
を
覚
え
る
。
そ

ん
な
と
き
に
届
け
ら
れ
た
音
楽
。
庄
司
紗

矢
香
の
弾
く
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
・
ソ
ナ
タ
第
１
番
《
雨
の
歌
》は
、
聴
く

者
の
心
に
沁
み
込
ん
だ
（
３
月
６
日
、
サ

ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
）。

メ
ッ
ザ
・
ヴ
ォ
ー
チ
ェ
の
表
現

　

ジ
ャ
ン
ル
カ
・
カ
シ
オ
ー
リ
が
弾
く
和

音
が
、
冒
頭
か
ら
く
す
し
き
光
彩
を
放
つ
。

ブ
ラ
ー
ム
ス
は
、こ
の
和
音
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
の
弾
き
だ
し
に
、
ピ
ア
ノ
記
号
と
と
も

に
「
メ
ッ
ザ
・
ヴ
ォ
ー
チ
ェ
」
を
ｍ
・ｖ
の

略
語
で
記
し
て
い
る
。「
半
分
の
声
で
、
柔

ら
か
な
声
で
」。
そ
れ
は
、
戦
争
や
生
命
の

破
壊
の
音
の
対
極
に
あ
る
温
か
く
、
柔
ら
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